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　　　M2　　（mo1／kg） AAS－M AAS－E AAS－P AAS－B
ヨ01× 一9．09
－8．32
－7．88
－7．55
－7．29
－7．07
－6．89
－6．73
－6．59
一9．12
－8．39
－7．93
－7．60
－7．34
－7．12
－6．94
－6．78
－6．63
一9．07
－8．35
－7．94
－7．61
－7．35
－7．14
－6．95
－6．80
－6．65
一9．26
－8．48
－8．02
－7．68
－7．41
－7．19
－7．00
－6．85
－6．69
＊　γ±：Mean　activity　coefficient
　mD－：Dye　concentration　in　solution（mol／kg）
　R　　：Gas　constant（ca1／mo1）
　T　　：Temperature（K）
28 山口雄三・三石　賢
で表せるため，先に得られた染料のγ±値と染料濃度から，この第2項で示される自由エネルギー
変化量を計算して表2に示した。
　表から第2項の値は，同一染料であれば濃度が高くなれば小さくなり，また同一濃度であれば
γ±値の大きい，すなわちアルキル基の小さいものほどその値は大きくなっている。その結果，
水溶液中における染料の化学ポテソシャルはM＞E＞P＞Bの順に大きくなると考えられる。第
2項が大きく，染料の化学ポテソシャルを増加させる方向に作用する方が，平衡染着量は大きく
なると予想されるが，このことは50℃における実験結果（図2）と一致している。
4．総 括
　一連のアルキル基（メチル，エチル，n一プロピル，及びn一ブチル基）を含む1一アミノー4一
アルキルアミノアソトラキノソー2一スルホソ酸ナトリウムを染料として，セロハソに対する染着
量を求め，その結果を溶液中における染料の平均活量係数，及び染料の会合数をそれぞれ考慮す
ることによって検討した。
　1）セロハソに対する染料結合量は，染料中のアルキル基の大きさと関係があった。すなわち，
50℃においては，染料結合量は染料中のアルキル基が大きくなるにしたがって小さくなった。
　2）すでに，50℃においては染料は会合することがわかっていた。その会合数は染料分子中の
アルキル基が大きくなるにしたがって大きくなった。染料とセロハソは，溶液中でともに負荷電
しているので，両者の間に作用する静電気的反発力は，会合数が大きくなるにしたがって大きく
なること，及び会合粒子が大きければ，染料がセロハソの細孔内に侵入しにくいと考えられるこ
とから，1）の結果が説明できる。
　3）また，我々の研究によって，50℃の染料溶液中における平均活量係数が求めてあった。そ
の平均活量係数はアルキル基が大きくなるにしたがって小さくなった。このことはアルキル基が
大きくなるにしたがって，染料の化学ポテソシャルが小さくなることを示唆している。すなわち，
アルキル基が大きくなるにしたがって染料が溶液相からセロハソ相へ移行する傾向が低下するこ
とを意味している。このことも1）の結果と符合する。
　4）このように，セロハソに対する染着量は溶液中の染料の分散状態と密接に関係し，染料分
子中の疎水基が大きい影響を与えることを明らかにした。
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